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水環境中における PFOS 及び PFOAの検出状況 

 

過去（2007 年から 2016 年）に国内で実施された PFOS 及び PFOA の水質調査（環境省

による要調査項目等存在状況調査、化学物質環境実態調査）結果を以下の表のとおり取

りまとめた。 

水環境中における PFOS 及び PFOA については、公共用水域及び地下水から検出され

る状況が確認されており、また、その他各都道府県等が独自に実施した調査においても検

出が報告されている。 

 

PFOS 及び PFOA の水質調査（環境省による要調査項目等存在状況調査、化学物質環境実態調査）結果 

 

公共用水域 地下水 

年度 
測定 
地点数 

検出 
地点数  

目標値（案）（50ng/L） 

の超過状況 年度 
測定 
地点数 

検出 
地点数 

目標値（案）（50ng/L） 

の超過状況 

超過地点数 超過地点数 

2007 44 44 2 2007 5 5 0 

2008 8 8 5 2008 - - - 

2009 61 61 3 2009 1 1 0 

2010 138 138 8 2010 4 3 0 

2011 93 93 8 2011 - - - 

2012 95 95 1 2012 - - - 

2013 92 92 1 2013 - - - 

2014 91 91 0 2014 - - - 

2015 48 48 0 2015 - - - 

2016 48 48 0 2016 - - - 
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